
                             令和５年度（かみかつ里山倶楽部）  

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

１月 5 日（金）より受付開始 

▲高丸山千年の森 3 月の森の学校▲  

令和５年度 かみかつ 
里山倶楽部便り 

高丸山千年の森から 
おとどけします～ 

3/17（日）遊学の森の木でシイタケづくり（植菌） 
 
・定 員：10 名 （先着順） 
・時 間：10：00～16：30（予定）  
・参加費：1000 円/ホダ木 1 本 お土産 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 
 

2 月号 

２/4（日） ※満員御礼 

親子で初めての火おこし、焚火体験 
★火のゆらぎで、和みましょう。 
 
・定 員：親子 4 組 （先着順） 
・時 間：10 時～12 時（予定） 
・参加費：500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 

２/23（金・祝）・24（土）※満員御礼 

山のみそづくり体験 
★昔ながらのおくどさんで上勝産大豆を炊いて、 
地産地消の味噌づくりです。 
 
・定 員：各日５名 （新規申し込みの方優先） 
・時 間：９時～14 時（予定） 
・参加費：1500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 
 

3/24（日）遊学の森の恵み 春の薬草料理体験 
 
★山から里まで、身近にある野草を使って、料理してみ

ましょう。 

・定 員：10 名 （先着順） 
・時 間：９時～15 時（予定） 
・参加費：1,500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 

●12 月 2 日（日）森の恵みで X’mas クラフトづくり 
木の実などの自然の素材集めから指導を、「森林づくりリーダー会」の大塚さん、

片岡さん。上勝町の工藤さんにも協力していただきました。上勝町の３家族が参

加され、それぞれの感性が光る、カラフルで可愛らしい飾りが仕上がりました。 

 

 

3/2（土）木のストラップづくり 

★広葉樹の枝を小さく切って、ピカピカに磨いて完成！ 
 
・定 員：10 名（先着順） 
・時 間：10 時～12 時 
・参加費：500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館  

各行事の詳細は、HP 掲載のチラシを参照ください。その他 

上勝町「千年の森ふれあい館」まで、お問い合わせ下さい。 
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◇「かみかつ里山倶楽部」は、上勝町で活動す
る、さまざまな団体と協力して活動します。  
◇ＮＰＯ法人郷の元気 ◇㈱かみかついっきゅう 

◇㈱もくさん ◇㈲環境とまちづくり 

◇ハーモニーライフクラブ旭 ◇上勝林友会 

◇勝浦川若手林業研究会  ◇勝浦川流域ネットワーク 

◇やいたか ◇上勝自然体験学習研究会  
 

 

「森林づくりリーダー会」の方々と、活動に興味を持たれた県外からの一般参加者とで、元県職員の森講師の指導のも

と、高丸山のブナ林に、10ｍ四方のシカ避けネットを二張りしました。シカは角を折りたたむことが出来るそうですので、

ネットの裾部分から潜られないように、短いピッチで裾を止めます。この日は、晴天でしたが、森に入ると小雪が舞いは

じめ、その冷たさのせいもあってか！？チームワークの良さで、最速時間で仕上がりました。植生回復を試みます！  

 

 

 

●12 月３日 ブナ林をシカから守るぞ③ 

●12 月 24 日（日）広葉樹を増やそう②ガーデニングのはじめの第一歩 

千年の森HP↓ 【発行】一般社団法人かみかつ里山倶楽部 

「徳島県立高丸山千年の森」指定管理者 

千年の森ふれあい館  

〒771-4502 上勝町大字旭字中村 66-1 

TEL 0885-44-6680/FAX 0885-44-668１   

E-mail sennennomori@kkcatv.jp 

HP http://www.1000nen.biz-awa.jp/ 

  

 
 

遊学の森の取り組みなどの説明を交えながら、植林についての室内講義。参加者の方は、実際に、持ち山での自然体

験活動もスタートされており、今後は山の整備や植林活動を行われる予定との事で、具体的な質問が飛び交います。

八重地の苗場の見学のあと、実際使用しているポットを使って、培土の配合と様々な樹の種の植え付けを行いました。 

赤十字救急法指導員、自然体験活動リスクマネージャーで、元看護師の稲飯講師の指導で、今年２回目の授業です。

山で引率する際のリスク管理、事故やケガ人に遭遇したときの状況判断や、傷病者への対処方法に加え、基礎的な心

肺蘇生や AED 器具の使い方などを学びました。参加者からも繰り返し実践したいと、またの開催の要望がありました。 

●12 月 17 日（日）山で使える救急救命法  

http://www.1000nen.biz-awa.jp/

